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セルフ・キャリアドック制度を活用した

キャリア形成支援実践トレーニング



１、セルフ・キャリアドック制度の概略
（１）講習
セルフ・キャリアドック制度とは、従業員のキャリア形成を促進・⽀援す
ることを⽬的として、定期的なキャリアコンサルティングとキャリア研修
などを組み合わせて⾏う組織的な仕組みのことです。※「セルフ・キャリア
ドック」導⼊の⽅針と展開より

（２）講習を通して習得する⽬標項⽬
① 経営者への打合せ・相談スキルを、実践を通して⾝に付ける。
② グループワークのファシリテーション⼒を、実践を通して⾝に付ける。
③ セルフ・キャリアドックの個別⾯談を経験し、実践⼒を⾝に付ける。

（３）講習を通して習得する、⽀援効果
① 経営者への働きかけ⼒
② 従業員の⾃⼰理解・仕事理解への⽀援
③ 従業員の短期・中期的⽬標とキャリアプランの実現 1



２、セルフ・キャリアドックの対象者
対象者
•従来のイメージ：若⼿や中堅の総合職など。
↓
本来の対象者
•新卒採⽤者、育児・介護休業者、中堅社員、シニア社員と
幅広く想定。
•⼥性の事務職員や⾮正規雇⽤など職場内で上の役職に就く可能
性がない⽅も対象としている。
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２、セルフ・キャリアドックの対象者

「セルフ・キャリアドックで
会社を元気にしましょう！
（リーフレット）」より
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３、セルフ・キャリアドックの標準的プロセス
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４、経営者のコミットメント ロールプレイ
• それでは今からロールプレイに⼊っていきます。
• この通りに⾏う必要はありませんが、参考として確認をしていきましょう。
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５、経営者のコミットメント ロールプレイ振り返り
⼈材育成ビジョンと⽅針を踏まえた提案を経営者に提案しよう。

▲ポイント▲
経営者のコミットメント（誓約、約束、賛同）を引き出す
１、関係構築 ：共感的理解を積極的に
２、問題把握 ：経営者が考える問題をヒアリング
３、具体的展開 ：資料を活⽤
４、⽅策の実⾏ ：「経営者コミットメント」

「社内の意識醸成」の内容相談。

•事例に基づき、ロールプレイ。 6



６、ワーク② グループワーク ファシリテーション
①⾃⾝のキャリアの棚卸し
②キャリアの⽬標・アクションプランの作成

ファシリテーションのポイント
１、アイスブレイクを⾏い話しやすい雰囲気を作る。
２、最初に話す場作りの効果を説明し、肯定的な場を作る。
３、関係構築を重要視する。 質問・要約・リフレーミング（肯定的に）
４、意⾒・考えがない時を想定し、出てきやすい質問内容を考えておく。

・ワークシートを使った棚卸し
・キャリアの⽬標作成
・アクションプランの作成
・アクションプランの振り分けとまとめ 7



７、グループワーク ロールプレイ振り返り
先ほどの内容を振り返りましょう。

ファシリテーションのポイント
１、アイスブレイクを⾏い話しやすい雰囲気を作る。
２、最初に肯定的な場を作る。
３、関係構築を重要視する。
４、意⾒・考えがない時を想定。

・ワークシートを使った棚卸し
・キャリアの⽬標作成
・アクションプランの作成
・アクションプランの振り分けとまとめ
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８、キャリアコンサルティング⾯談を通した⽀援の説明
キャリアコンサルティング⾯談の基本的な内容は以下のことを注
意した上で実施をします。

１、守秘義務に関する約束
２、キャリアコンサルティング⾯談の⽬的の共有
３、⾃⼰理解
４、仕事理解
５、意⾒・要望事項等の聴取
６、キャリアビジョンの策定
７、キャリア形成上の課題とその対策の明確化
８、⾯談後のフォロー
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９、キャリアコンサルティング⾯談（記録準備）
添付資料の⾯談シートを記載した⽅の練習を⾏いましょう。
⾯談時間：25分

注意点
先ほどの8つの内容を留意し、１と２は、
先に説明をして実施をしましょう。

１、守秘義務に関する約束
２、キャリアコンサルティング⾯談の⽬的の共有
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１０、キャリアコンサルティング⾯談 振り返り
先ほどの内容を振り返りましょう。

１、守秘義務に関する約束
２、キャリアコンサルティング⾯談の⽬的の共有
３、⾃⼰理解
４、仕事理解
５、意⾒・要望事項等の聴取
６、キャリアビジョンの策定
７、キャリア形成上の課題と対策の明確化
８、⾯談後のフォロー
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１１、総まとめ
•キャリアコンサルタントは教育分野、産業分野、需給調整機関
分野など幅広く⾏っていますが、⼀⽅で産業分野では導⼊率は
まだまだ低い状況です。ただ、より⼀層、雇⽤の流動性が⾼ま
るのであれば、キャリア形成の必要性が⾼まります。

•キャリア形成を個⼈で⾼めることは限界があります。そこで、
今回のセルフ・キャリアドックは個⼈のキャリア形成を⾼めな
がら⽣産性にも繋がる良い精度ですので、是⾮とも導⼊を推進
していく必要があります。

•今回の講座を理解し、セルフ・キャリアドック制度を利⽤し、
⽇本中の企業にキャリア形成の考えを広めていきましょう！
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